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詩集「心のうた」―家族で話そう―詩集「心のうた」―家族で話そう―詩集「心のうた」―家族で話そう―
～令和元年度募集作品～

　阿久比町家庭教育推進協議会は、小学4年生から中学3年生までを対象に、親と子、祖父母と孫など家族が協力
してつくる川柳を募集しました。今年は1,495件の応募があり、一つ一つの作品から家族のほほ笑ましい姿が見え
てきます。
　今回作成した詩集「心のうた」－家族で話そう－の中から一部を紹介します。詩集は、庁舎や中央公民館本館、町
立図書館でご覧いただけます。
■問い合わせ先　社会教育課社会教育係　（48）1111（内1229）
〈 子 の 句 〉水曜日　夕飯作り　まかせてね

帰宅して　娘の料理に　涙出る（母）
東部小６年　木下　七海

〈家族の句〉

〈 子 の 句 〉おいしいよ　ぼくのこうぶつ　ホイコーロー
今日もまた まごのえがおに　うでふるう（祖母）

英比小４年　上くぼ　れお
〈家族の句〉

〈 子 の 句 〉夏がきた　セミはジージー　うるさいな
毎夜鳴く　父のいびきも　負けてない（父）

草木小５年　都づき　ゆうと
〈家族の句〉

〈 子 の 句 〉もうすぐだ　母においつく　イチロクゴ
負けないよ　体重はまだ　母の勝ち（母）

南部小６年　矢作　凜
〈家族の句〉

〈 子 の 句 〉ありがとう　いつも手料理　おいしいよ
かくし味　スマホググって　試す日 （々母）

阿久比中２年　羽根　碧斗
〈家族の句〉

〈 子 の 句 〉うるさいなぁ　親の小言と　セミの声
このままじゃ　セミの代わりに　君が泣く（父）

阿久比中３年　日比野　倫子
〈家族の句〉

書　　　名学校・学年氏　　名書　　　名学校・学年氏　　名

　町内の小学生・中学生を対象に行われた今回のコンクールには、感想画1,610点、感想文2,643点の応募があ
りました。金賞を受賞したのは次の皆さんです。おめでとうございます。
読書感想画　金賞受賞者（敬称略） 読書感想文　金賞受賞者（敬称略）

■読書感想画・文作品展
　【小学校高学年】　～12月3日（火）　【中学校】　12月4日（水）～12月17日（火）
　※　小学校低学年の作品展は終了しました。
■問い合わせ先　町立図書館　(48)6231

アニマルバスとパンやさん ぼく、だんごむし

とんでもない

小公女セーラ

学校犬バディが教えてくれた
こと
わたしの苦手なあの子

もうひとつの屋久島から　～世
界遺産の森が伝えたいこと～

ある晴れた夏の朝 

名もなき花たちと  

ある晴れた夏の朝 

きょうしつはおばけがいっ
ぱい

霧のむこうのふしぎな町
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奥村　徠心

新美章太郎

渡邊　叡希

片山　りく

野川　葉渚

片山ひなた

石川　友博

津留　星来

新美　早紀

榊原　瑚彩

松永ののか

中尾　希音

伊藤　琉花

野島　彩名

小髙　胡春

小野　花純

所　　花恋

遠藤　実弥

オバケだって、カゼをひく！
内科・オバケ科ホオズキ医院

ハチ公物語 -待ちつづけた
犬- 

かべのむこうになにがある？

のぼうの城

また、同じ夢を見ていた

BURN　～バーン～

第30回読書感想画・文コンクールの受賞者が決定第30回読書感想画・文コンクールの受賞者が決定第30回読書感想画・文コンクールの受賞者が決定
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